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1. なぜ今「長寿」を再定義するのか
がん・心疾患・脳卒中といった主要疾患の最大のリスク因子は加齢であり、ほとんどが50歳以降に発症する。一方で、加齢の進み方（老化ペース）には大きな個人差がある。
従来の医療は「病気を治す」ことに主眼を置いてきたが、これからは老化そのものを制御する医療・社会設計が求められている。
2. 老化は「測れる」時代へ ― 生物時計の登場
近年、DNAメチル化などを用いたエピジェネティッククロック（生物時計）により、暦年齢とは異なる「生物学的年齢」を定量化できるようになった。生物時計は、生活習慣やストレスの影響を受け、可逆的に変化することが示されている。
老化はもはや不可逆な運命ではなく、介入可能なプロセスとなりつつある。
3. 世界の潮流とXPRIZE Healthspan
世界では巨額の投資が老化研究に向けられている。XPRIZE Healthspan は、認知・身体・免疫機能を10歳分改善することを目標とした世界規模の挑戦であり、Japan Longevity Consortium（JLC）は世界40チームの一つに選抜された。
4. 日本発の解：Scientific Zen プログラム
JLCが提案するのは、日本人の生活文化から抽出したScientific Zenという統合プログラムである。短期間の介入でも、「時間の質」を変えることで、生物学的年齢の若返り、認知機能・身体機能・自律神経指標の改善が観察されている。
6. 結論
老化は単なる「時間経過」ではない。
質の高い時間体験を設計することが、健康長寿と社会の活力を生み出す。
生物時計を測り、評価し、改善する――
「創造長寿」の時代が、すでに始まっている。
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